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第一章 緒 言

結 核 菌=ヨ ル汚 染 物 ノ1肯毒 法 二關 シテ ・・、Koch

ノ結 核 菌 登 見 二 踵 イ デ 多 撒 學 者 ニ ヨ リ テ 既 二

研 究 セ ラ レタ リ。 例 ヘ バ1884年 、Schi11及 ビ

Fischer(15)・ ・Kochノ 依 託=ヨ リ、 喀 疾 二其2

倍 量 ノ純 酒 精 、1%「 ク レ ゾー ル」水 、1%亜 砒

酸 溶液 、1%、2%、3%及 ビ5%石 炭 酸 水 、

31%酷 酸 水等 テ加 ヘ テ其 各 ミニ就 イテ結 核 菌 ノ

抵 抗 ラ試験 シ、純 酒 精 、31%酷 酸 水、3%石 炭 酸

水 ハ2時 間 ニ テ喀 疾 中 ノ結 核 菌 テ殺 ス コ トラ諦

セ ル ガ如 シ。 ソ ノ後 更 二張 力 ナル清 毒 藥 品 ラ登

見 セ ン トシ テ種 々 ノ試 験 ヲ行 ヒ タル モ、 是 等 ハ

皆 、 喀 疾 テ封 象 トセ ル爲 ニ ソ ノ實 験 結 果 ハ喀 疾

塊 ノ大 小 、 浦 毒 藥 ト喀 疾 トノ相 互 ノ量 的 關 係 、

喀 庚 ト消 毒剤 トノ混 和 方 法 等 二左 右 セ ラ レテ實

瞼 成 績 ハ常 二同 一 ナ ラズ。 更 二培 養結 核 菌 テ用

ヒテ藥 品 敷 力 検 査 セ ル者 トシテ ハ 只Yersin「2L,

Parrot及 ビMartin「12:,Sampietro・"',住 吉(17),

Laubenheimer(11ノ,Uhlenhuth及 ビHailer'119・:,

Hailer(6)等 ノ報 告 ラ見 ル ノ ミナ リ.而 シテ軍 掲

結 核 菌 二就 イ テ藥 品 数 力 テ検 シ タル者 ハ未 ダ無

シ 。

思 フニ結 核 感 染 ノ機 轄 二就 イテハCornet及 ビ

Flifggeノ 雨 設 共 二眞 ナ ル ベ キ モ 感 染 問題 テ別

ト シテ、 非 常 二稀 繹 セ ラ レ タル歌 態 ノ菌 ニ ヨ リ

テ汚 染 セ ラ レタル物 品、 又 ハ 是等 ラ取 扱 フ手 指

等 ノ消毒 法 ハ 吾人 日常 生 活 上 ノ實 際 問題 トシテ

別 二考 フル必 要 テ認 ム ル者 ナ リ。 更 一 力 ・ル状

態 ニ アル物 品 ハ石 鹸 水 テ用 ヒテ完 全 二洗 ヒ流 ス

ノ ミニ テ十 分 ナ ル コ トハ既 二L6wenstein等 ノ

言 ヘ ル所 ナ レ ドモ、 之 ハ實 施 者 ニ ヨ リテハ 時 間

的 二不 完全 トナ リ易 ク、 且 ツ藥 品 ガ尤 モ信頼 セ

ラル ・テ以 テ吾 人 ハ藥 品 清毒 力 二就 イテ完 全 ナ

ル知 識 テ有 セザ ル ベ カ ラザ ル ハ論 テ挨 タズ 。 此

爲 二余 ・・軍 掲 結 核 菌 ラ以 テ セ ル次 ノ實 験 テ行 ヒ

タ リ。

實 験 ハ人 型 結 核 菌 二封 ス ル酒精 、昇 禾 水、石 炭 酸

水、 「ク レゾー ル」石鹸 液 等 ノ殺 菌 力 ヲ検 セル者

ニ シテ、 余 ノ用 ヒタ ル菌 乳 剤 ハ球 臼 内 ニ テ磨 碑

分離 セ シメ タル者 ナ ル テ以 テ此 器 械 的 操 作 ノ爲

二、 菌 ハ 生活力 ラ幾 分減 弱 セ ラ レ タル鮎 テ考 慮

セザ ルベ カ ラザ ル モ、 二 分 間 一 百 同 廻 轄 ノ ホ ワ

イ ト球 臼 ニ テ連 績29時 間 ノ磨 碑 ニ テ ハ 結 核 菌

ハ筒 良 ク培 養 基 上 二繁 殖 ス ル ラ以 テ、 本 實 験 二

使 用 セル菌 ハ僅 一2乃 至3時 間 磨 碑 セ ル ニ過 ギ

ザ ル故 實 験 材料 ト シテ不 都 合 ナ キ テ 信 ズ ル モ ノ

ナ リ。
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第二章 實験方法

「グリセリン」肉汁培養基上二4週 間培養セル人

型結核菌塊 テ生理的食盤水ニ テ撒回洗 ヒタル

後、之 テ滅菌濾過紙間二座 シテ、出來ルダケ完

全二培養基成分 テ除 キタル者テ適量 ノ生理的食

盤水 ト共 ニホワイト球臼二入 レテ2乃 至3時 間

磨砕 ス レバ菌 ハ完全二分離 ス。

此操作中時々染色標本テ作 リテ菌 ノ分離歌態テ

検 シ、終 二菌 ガ個 々二完全二分別サ レタル時、

乳剤1蝿 中二1殖 ノ漁性菌 ラ含 ムガ如 クニ更二

生理的食盤水 テ加へ球日中一テZF等 ナル菌乳剤

トナ ラシム。次 イデ此菌乳剤 ラエル レンマイエ

ル氏「コルベ ン」二移 シ氷室内ニー定時間放置 シ

テ混在 シ得ベキ菌塊ヲ沈澱 セシメ、染色標本 二

第 一節 酒 精

ヨリテ些少 ノ菌塊タ,リトモ混在セザルコ トテ確

メタル後 二始 メテ試験 二供 シタリ。

各種 ノ藥液2琵 二封 シテ上記 ノ菌乳剤0・25耗

ラ加ヘテ急速 二振盈混和 シ、種々 ノ時間テ経過

シタル時、更二生理的食盤水 ノ適量 テ加ヘテ此

藥液菌混合液テ稀稗 シ、其藥品数力 ヲ失ハ シメ

テ動物1頭 二封 シ原菌乳剤0.025琵 二相當スル

ガ如キ此稀繹液 ノ量 テ海狸 ノ右側上腿皮下二注

射 セリ.別 表二示 ス如キ期 日ノ後 二動物 ヲ屠殺

シ、鼠践部淋巴腺 テ磨梓 シ塗抹標本テ作 リテ結

核菌 ノ有無 テ検 シ、且ツ肺、脾、肝、注射部位

叉ハ他部 ノ淋巴腺 ノ肉眼的拉ビニ組織學的検索

テモ行 ヒテ結核性攣化 ノ有無 ラ検 セ リ。

第三章 實験成績

Schill及 ビFischer(15)・ ・少 量 ノ喀 疾 二2倍 量

ノ純 酒精 ラ 加 フ ル 時 ハ2時 間 ニ テ 其 喀 疾 中 ノ

結 核 菌 ・・死 滅 スル ト謂 ヒ、Yersin(21)ニ ョ レバ

純 酒 精 ハ5分 間 ニ テ十分 ナ リ ト稽 セ リ。 更 二

且ailer(6)ハIO%酒 精 ハ15分 、39%酒 精 ハ1

時 間 、20%酒 精 ハ24時 間 ニ テ 殺 菌 ス ト謂 ヒ、

又 他 ノ菌 二於 テ酒 精 ノ 殺 菌 力 テ調 べHansen(7)

ハ70%酒 精 ノ尤 モ有 赦 ナ ル テ述 ベ タ リ。

余 ノ成 績 ハ別 表 二示 ス ガ如 久 純 酒 精 及 ビ85%

酒 精 ノ結 核 菌 二封 スル殺 菌力 ハ3分 以 内 一 テ ハ

不 確 實 ニ シテ、5分 ニ テ 完 全 二 菌 テ 死 滅 セ シ

メ、60%酒 精 ハ5分 ノ者7例 中1例 二於 イ テ淋

巴 腺 二結 核 性 攣 化 アル者 ヲ認 メ タ リ。 蓋 シ實験

ノ際 酒 精 二菌 浮 游 液 ラ加 フル時 ハ、 液 ハ忽 チ雲

架 状 テ呈 スル ラ以 テ、 時 ニ ハ凝 塊 中心部 ノ菌 ハ

藥 液 ノ侵 襲 ヲ蒙 ラザ ル モ ノア リテ、 カ ・ル除外

例 テ生 ズ ル ニ非 ラザ ル ヤ ヲ疑 ハ シム。 一 般 二酒

精 テ用 ヒ タル實 験 ニ テハ其 成 績 二不 同 多 シ.要

之85%以 上 ノ酒精 ハ5分 間 ニ テ 完 全 二 目的 テ

達 シ、60%酒 精 ハ時 二例 外 ヲ見 ル モ亦5分 間 二

テ凡 ソ目的 テ達 スル者 ト言 フベ シ。

第二節 昇乗水

喀 疾 消毒 剤 ト シテ ノ 昇 禾 水 ノ数 力 二 就 イ テハ

Koch以 來 多撒 ノ研 究 者 例 ヘ バSchill及 ビFis-

cher(i5),Roepke(13),Laubenheimer(10),Bofin-

ger〔1),Geilinger(2),Steinitz(16),Grancher(5),

Uhlenhuth及 ・ビ 且ailer(18),Kirotein{8),Konri-

ch(9)等 ニ ヨ リデ實 験 セ ラ レタ レ ド モ 其 等 ノ成

績 ハ嘔 々 ナ リ。

蓋 シ昇禾 水 ハ 蛋 白質 類 テ凝 固 セ シム ル ラ以 テ、

喀 疾 塊 ノ外 面 ガ昇 禾 水 二接 ス レバ其 表層 ガ凝 固

ス ル爲 二、 昇 乗 水 ノ浸 透 ガ困 難 トナ ル ト共 二既

記 ノ如 キ疾 塊 ト浦 毒 液 ト ノ量 的 及 ビ混 合 方 法等

ノ相 互 的 關係 二 由 リ テ 其 数 力 二 差 異 テ生 ズ。

Roepke(13)二 嫁 レバ1%、2%、3%及 ビ5%

ノ各 昇禾 水 ハ共 二8時 間 以 内 一 テ喀 疾 中 ノ結 核

菌 ヲ死 滅 セ シム ル能 ハ ザ ル モ、 若 シ其 等 ノ昇 乗

水100耗 毎 二 喀 疾 融 解 性 ヲ 有 ス ル 苛 性 加 里 液

1-2耗 ヲ加 フル時 ハ 能 ク8時 間 以 内 一 菌 テ 死

滅 セ シメ得 ル ト言 フ.

Yersin(2」)ハ培 養 菌 テ以 テ セル 實験 ニ テ0.1%昇
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禾 水 ハ5分 ニテハ 不充 分 ナルモ10分 ニ テ死 滅 セ

シム ト言 ヒ、Uhlenhuth及 ビ 且ailer(19)ニョ レ

バ 昇禾 水 ノ殺 菌 力 ハ實験 二使 用 セル菌 株 ニ ヨ リ

異 リ、或 菌 株 ハ0.1%、30分 ニ テ死 滅 セ ル モ或

者 ハ90分 モ 尚不 充 分 ニ シ テ2時 間 ニ テ始 メ テ

死 滅 シ、又0.5%液 ハ僅 二15分 ニ テ数 力 テ見 タ

ル モ ノア レ ドモ、40分 及 ピ120An=テ 始 メテ死

滅 シタル菌 株 モ ア リテ其 結 果 パー 致 セ ズ ト謂 ヘ

リ。 余 ノ實 瞼 ニ テハ0.2%昇 柔 水 ハ3分 以 内 、

0.1%昇 禾 水 ハ5分 以 内 一・::・テハ 無 敷 ナ ル モ前 者

テ5分 、 後 者 ヲ7分 間 作 用 セ シム ル時 ハ完 全 二

生 活 力 テ奪 フ事 テ知 リ得 タ リ。

第三節 石炭酸水

石 炭 酸 水 ノ消 毒 力 二 就 イ テ ハSchill及 ビFis-

cher15),Bofinger(1),Grancher(5,,Gerlach(3),

Goblansky(4),Vottori(20)等 ノ喀 疾 中 結 核 菌 二封

ス ル 實 験 報 告 ア リ。

又 培 養 結 核 菌 二封 シ テ ・・Yersin{2iハ5%液 ハ

30秒 、1%液 ハ1分 ニ テ 目 的 テ 達 ス ト 謂 ヒ、

Uhlenhuth及 ビHailerii9ノ ハ1%液 ハ120分

ニ テ不 充 分 ニ シ テ150分 ニ テ 殺 菌 シ、1.5%液

ハ30分 ニ テ不確 實 ニ シテ45分 テ要 シ、2%液

ハ15分 ニ テ菌 テ死 滅 セ シム ト謂 ヘ リ。

余 ノ個 禮 結 核 菌 二封 ス ル實 瞼 二於 イテ ハ別 表 二

示 ス如 ク、5%液 ハ常 二1分 間 以 内 一 テ結 核 菌

テ完 全 二死 滅 セ シ メ、2%液 ハ3分 間 以 内 ニ テ

不 確 實 ナ ル モ、若 シ5分 間 作 用 セ シム ル時 ハ始

メ テ確 實 二結核 菌 ハ 生活 力 ラ失 フ事 テ知 リ得 タ

リ。

第 四節 「ク レゾー ノレ」石鹸 液

「ク レ ゾー ル 」石 鹸 液 ノ喀 疾 中 結 核 菌 二封 ス ル 潰

毒 力 二就 イ テ ハBofinger(1〕.Llaubenheimer(10),

Geilinger〔2),Uhlenhuth及 ビHailer'18)等 ノ報

告 ア リ。 叉 培 養 菌 二 封 シテ ハUhlenhuth及 ビ

Hailerq9)ハ1%「 ク レ ゾー ノレ」石 鹸 液 ハ30分 ハ

不 充 分 ニ シ テ45分 以 上 ニ テ 赦 力 テ見 ル ト謂 ヘ

リ。

余 ノ實 験 ニ ヨ レ バ5%「 ク レ ゾー ル」石 鹸 液 ハ3

分 間 作 用 セ シ メ テ不 十 分 ナ レ ド モ5分 間 ニ テ菌

ハ確 實 二死 滅 ス ル 事 テ知 リ得 タ リ。

2%液 ニ テ ハ10分 間 作 用 セ シ ム ル モ 結 核 菌 ハ

尚 生 活 力 テ保 有 セ リ。

第四章 結 論

清毒 藥 品 二封 スル結 核 菌 ノ抵 抗 二關 スル研 究 ノ

多 ク ハ喀 疾 消毒 ラ 目的 ト シテ行 ハ レ、 且 ツ其 等

ノ結 果 ハ實験 方 法 ノ異 ナル ト共 二其 成 績 ガ嘔 々

ナ ル ラ以 テ、 稀 繹 状 態 ニ アル結 核 菌 ニ ヨ リテ汚

染 セ ラ レタ リ ト考 ヘ ラル ・器 物 、 手 指 等 ノ消 青

標 準 トナ シ難 キ モ ノア リ。

余 ノ實 験 成 績 バ カ ・ル場 合 二確 實 ナ ル時 間 的 根

嫁 テ與 フ ルモ ノ ト信 ズ。 即 チ病 室 内 ノ器 物 等 二

附 著 セ ル結 核 菌 テ藥 品 ニ テ 清 毒 セ ン トス ル ー

ハ 、5%石 炭 酸 水 尤 モ確 實 ニ シテ1分 間 作 用 セ

シム レバ充 分 ナ リ。 其 他 純 酒 精 及 ビ85%、6(1

%酒 精 、0.2%昇 禾 水、2%石 炭 酸 水 、5%「 ク

レ ゾー ルJ石 鹸 液 ハ3分 以 内 ニ テ ハ 殺 菌 数 力 不

完 全 ニ シテ、5分 以 上 デ始 メ テ目的 テ達 ス。 又

O.1%昇 栄 水 ハ7分 間 テ経 テ有 赦 ナ リ。2%「 ク

レ ゾー ル」石 鹸 液 ハ10分 間 ニ テ其 敷 力 尚 安全 ナ

ラ ズ。

筒 上記 ノ實 験 成 績 ヨ リ見 テ吾 人 ノ 日常 生 活 上 結

核 菌 消毒 藥 品 トシ テ0.1%昇 乗 水、2%「 ク レ ゾ

ー ル」石鹸 液 等 テ使 用 ス ル コ トハ 極 メ テ 不 完 全

菌 ト清毒藥品 トノ接鱗時間

純

酒

精

動物群
番號
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土
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